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２０２１年度 教育学部 演習・実習プログラムについて

● １年生 「学校ボランティア活動」 １０月～ 毎週水曜日２時間×１０回
● ２年生 「学校インターンシップ」 ９月前半 １日８時間×４日間
● ３年生 「初等教育実習」 時期は実習校で決定 ３週間
● ４年生 「中等教育実習」 時期は実習校で決定 ３週間
● ４年生 「特別支援学校教育実習」 時期は実習校で決定 ２週間

2020 初等教育実習 Data

本年度は、新型コロナウィルス感染拡大防止のため「学校ボランティア活動」「学校インターンシップ」を

中止としました。 学校現場での体験を積み重ねていく教員養成のプログラムを遂行していくために、来年

度は実施可能な状況になることを願っております。お世話になりますが、よろしくお願いいたします。

「初等教育実習」事後報告会より

＜2年生の感想より＞

○ 漠然とした不安があったけれど、先輩の話を聴くことで大変そうだけれど実際

に先生として子どもたちに関わることが楽しそうだという気持ちが生まれた。

○ グループワークでは、より細かい部分の話を聴くことができ、注意すべきこと

や、授業で大切なことが分かった。特に大切だと思ったのは、子どもの視点か

ら授業を創るということである。

○ 研究授業では、様々な工夫をされていてすごいと思った。今年はインターンシッ

プが中止になり、模擬授業もあまりできなかったので、今から準備したい。

○ 「実習生は何事も全力」「今できる最善を尽くす」という先輩の言葉が心に刺

さり、来年の自分への教訓として活かしていきたいと思った。

それぞれの教育実習終了後には、実習事後報告会を開いています。

本年度の「初等教育実習」事後報告会は、 ① パネルディスカッション

② グループワーク ③ 全体発表会 と３回に分けて実施しいたしました。

３年生は、 各々の実習経験を共有し、 一層広く現場の様子を知ることが

できました。 2年生は、 先輩の発表や質疑応答によって具体的に実習のイ

メージを持つことができ、 両者にとって充実した報告会となりました。
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子どもたちの目の輝きに出会えた喜び

本年度は、 新型コロナウィルス感染拡大防止のため、

様々な制約がありましたが、 予定していた学生全員の教

育実習を無事に終えることができました。 県内外の各小

中学校、 特別支援学校におかれましては、 教育実習生

を温かく受入れていただき、心より感謝申し上げます。

授業のみならず、子どもと向き合うことの大切さを教育

の根幹に触れてご指導いただき、 人として成長した学生

の姿が見られました。

来年度は、 １期生が新任地で教員としてのスタートを

切ります。 ご指導よろしくお願いいたします。

教育実習 特集号

教育実習 ありがとうございました
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◆ お世話になった学校

長野養護学校 ３名

若槻養護学校 １名

飯山養護学校 １名

稲荷山養護学校 ３名

上田養護学校 ２名

小諸養護学校 ２名

松本養護学校 ４名

寿台養護学校 ３名

安曇養護学校 ３名

諏訪養護学校 １名

花田養護学校 ２名

飯田養護学校 ３名

その他県外校 ２名

【３年次実習】 「 初 等 教 育 実 習 」【３年次実習】 「 初 等 教 育 実 習 」

※ 中学校教諭免許取得に向けて「中等教育実習」も実施させていただきました。

【４年次実習】 「 特別支援学校教育実習 」【４年次実習】 「 特別支援学校教育実習 」

〇 最初は児童理解に苦しんだ。大学では個別の…と言うことは何度も耳にして

実習に臨んだが、実際に接してみると想像以上に個性の幅が広かった。

○ 自分自身の価値観や考え方が大きく変わったと感じる。今までの当たり前が、

ここでは全く通用せず、教室環境や授業の様子、教員からの指示など、ほとんど

が初めてで慣れるまで時間がかかった。

特別支援学校教諭一種免許状（知・肢・病）を取得予定の学生30名が、各地の特

別支援学校で教育実習をさせていただき、昨年の初等教育実習の経験をもとに更に

視野を広げることができました。初めての経験に戸惑っていた学生もいましたが、純粋

な子どもたちと出会い、一人ひとりの自立を願う先生方のご指導から学ばせていただく

ことで、特別支援教育の魅力を感じ、2週間では去りがたい思いで帰ってきた学生た

ちでした。

副免許取得に向けて

実習に関する受入れ校へのアンケートより

○ 大変熱心に実習に取り組んでおり、学校職員や子どもたちの姿から進んで

学ぼうとする姿が随所に見られました。

○ どの学生にもやる気を感じました。明るく朗らかな方が多く、児童への接し方

も適切で、大学での事前指導が行き届いていると感じました。

○ 願いや目的を明確にして実習に臨んでいるので、指導する側としてはやりや

すかった。指導案指導では、基本的なことが押さえられていた。

△ 挨拶や声の大きさなど、教師として社会人として声をかける場面もあった。

基本的なことも大切にしてほしいと考えています。

教育実習を終えて（実習記録より）

本年度初めての「特別支援学校教育実習」であり、実習生を受入れてい

ただくまでの手順等、大学側の対応について、また実習生の様子についてア

ンケートをお願いいたしました。ご指摘いただいた点については、次年度の実

習指導に反映させてまいります。ご協力ありがとうございました。

指導教諭の先生から

教育実習を終えて（実習記録より）

最終日にいただいた写真のCD-ROMの中に、「あとで読んでください」

と、メッセージが入っていました。

須坂市立須坂小学校
５年担任 平川 達也 先生

…略… 間違いなく、先生は教師としての「センス」がある人で

す。子どもたちの声を拾い、つなげて返すこと。先生自身が大切

にしていることです。しかし、先生が持つ「センス」とは、一人ひとり

の子どもたちを大切にしようとする『想い』です。その人自身の感

性とでも言うのでしょうか。先生の立ち振る舞い、言葉がけの一つ

ひとつから、子どもたちへの愛情が伝わってくるのです。

最後に。先生と出会い、共に学べたことを、心より感謝申し上げ

ます。一人の「教師」として、先生と相まみえることを楽しみにして

います。

大学でもお元気で。また会うその日まで、さようなら。

ご指導をしてくださった先生方や元気

と勇気をくれた子どもたちには感謝の気

持ちでいっぱいです。平川先生から学ん

だ色々な「想い」や実習で得た経験を

糧にし、またお会いする時は本当の先生

としてお会いできるように 精進していき

ます。 実習生 3年 藤澤耀大

○授業自体は一度もうまくいかず、想像を超えるような答えが返ってきて困ること

が多くありました。気持ちが沈みそうになった時に、先生方が声をかけてくださり

おかげで前向きな気持ちで実習ができました。

○ 授業研究に加え、授業外の仕事を黙々とこなされている先生方の姿を拝見し、

ただ単に子どもが好きなだけでは教員の激務は務まらないのだと学びました。

○ 大変な面もやりがいを感じる面も、双方を体験させていただき、先生方からも

たくさんお話を聴き、それぞれの教育観や考え方を学ばせていただきました。

○ 何よりも言葉には表すことのできない心で感じたことが、今後にもいかすことが

できる最も大切なことなのではないかと感じました。

○ 先生方には、子どもや保護者からは見えていないところに山ほどの仕事がある

ということを感じました。 不安もありますが「改めて教員ってステキな仕事。やっ

ぱりなりたい。」と思いました。 1年半後、先生方と一緒に働けるよう勉強してい

きたいと思います。 ありがとうございました。

○ 毎日子どもたちの成長が見えてとてもわくわくします。それを私たちがどうやっ

て伸ばしてあげるかです。 人生で一番濃い３週間を送ってください。

○ 実習前に行っていた、 子どもたちと関わるボランティアの経験がすごく生きた

ので、是非取り組んでほしいと思います。

○ 実習生でも児童からしたら「先生」です。自覚と責任をもって臨んでください。

後輩に伝えたいこと

「いっしょにあそべて楽しかったです」「困った時、声をかけてくれてう

れしかったです」「わかりやすく教えてくれてありがとう」このような子ど

もたちからのメッセージに心打たれた学生たちでした。本年度前期はすべて

オンライン授業のみで、模擬授業も充分にできませんでした。不安と緊張の

面持ちで始まった教育実習でしたが、純粋な子どもたちと過ごしたこの３週

間を経て、学生は真剣に進路を考え学修に向かう姿勢も変わってきました。

ボウリングで遊ぼう

○着替えることや食事をすること等、日常生活での活

動すべてが多くの技術を習得する機会であることを

知った。 …略… 講義等で聞いてはいたが、座学

だけでは得ることのできなかった知識であった。

○ たくさんの人たちが協力して授業を行うというのは、

特別支援学校ならではだと思います。自分が教員に

なってからも教員同士、子ども、保護者の方、地域の

方々とのつながりを大切にしていきたいです。

○ 今の気持ちは、 安堵よりもっと子どもたちに関わっ

ていたい、 もっとここで学びたいという気持ちが大き

いです。 今までより一層特別支援教育に携わりたい

という思いが強くなりました。

○ 小学校と特別支援学校の教育実習を終え、どちら

にも違った魅力や楽しさがあると感じた。…略…

常に子どもに寄り添い、成長を支えられる教員にな

れるよう、残りの大学生活で学修に励みたい。

上記のような戸惑いの気持ちから、2週間で変化してくる実習生の心情が読み取れます。

はみがきれっしゃで
しゅっぱつしんこう！


